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京都大学埋蔵 文化財研究センター 要項 
第 1 条 京都大学に埋蔵 文化財研究 セ                       を 置く。 
第 2 条 センターは，京都大学敷地内の 埋蔵 文化財についての 調査研究及びその 保存のため必要な 業 
務 を行かう。 
第 3 条 センタ一にセンター 長を置く。 
2 センター長は ，京都大学の 専任の教授をもって 充てる。 な3 セ ン タ 長 の 任 期 ， @ ょ 2 年 と し 可 任 を 妨 @ ヂ 
  センター長は ，センタ一の 所務を掌理する。 
第 4 条 センタ一に ，ノ   要に応じて，助教授，助手その 他の職員を置    
5 条 センタ一に，調査研究及び 保存に関する 業務を処理するため ，研究部を置 { 
2  研究部に主任を 置き，双条の 教官をもって 充てる。 
3  主任は，研究部の 業務をつかさどる。 
第 6 条 センタ一にセンタ 一の事業に関する 基本的計画，人事その 他管理運営に 関する重要事項を 審 
議するため，運営協議会を 置く。 
2 運営協議会は ， 次の各 吐に 掲げる委員で 組織する。 
㈹センター長 
(2) センタ一の研究部の 主任 
   前  号以外の学識経験者のうちから 総長の委嘱した 者 若干 名 
(4) 事務局長及び 施設部長 
3  センター長は ，運営協議会を 招集し，議長となる。 
  前各項に規定するもののほか ，運営協議会の 運営に関し必要な 事項は，運営協議会が 定める。 
第 7 条 この要項に定める   ののほか，センタ 一の組織及び 運営に関し 泌要 な事項はセンター 長が定 
める。 
セ、 ノタ一長 研究部主任 
山中 一郎 ( 文学研究科教授 ) 清水 若俗 ( 文学研究科助教授 ) 
運営協議会委員 同研究員 
人山 養平 ( 文学研究科教授 ) 五十川伸夫 ( 文学研究科助手 ) 
鎌 m  元一 ( 文学研究科教授 ) 干葉 豊 ( 文学研究科助手 ) 
石田 英 實 ( 理学研究科教授 ) 伊藤 淳史 ( 文学研究科助手 ) 
瀬戸口 烈 同 ( 理学研究科教授 ) 古賀 秀策 Cl 字研究科助手 ) 
高橋 康夫 a 工学研究科教授 ) 富井 眞 ( 文学研究科助手 
足利 健男 ( 人間・環境学研究科教授 ) 1996.12.1 一 ) 
伊東 隆夫 ( 木質科学研究所教授 ) 磯谷 数千 ( 施設部教務補佐貫 ) 
清水 若俗 ( 文学研究科助教授 ) 中田 敬子 ( 施設部教務補佐貫 ) 
中林 勝男 ( 事務局長 一 1996.6.30) 柴垣恵理子 ( 施設部教務補佐 員 ) 
黒川 @  社 ( 事務局長 1996.7.1 一 ) 事 務 室 
           ( 施設部長 1996.4.1 一 ) 松本 一代 ( 施設部事務補佐貫 ) 
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表 8                      
  
地点は図版 1 を参照，文献 中 「 埋 」は 
京大地文 研 ，「 調 」は京人調査会をさす。  
年度調査 遺跡格 名 ，ヨ Ⅱ セ申   
1923  農学 部 1  . 2  債 m  耕作 表 採    縄文土器， 梅原 23, 
  石器 目り田刈 
1924 農学部                 
佐原 60   島田 直彦 発 掘 弥生 L 器 島田     水野 晴一      29      
武山古墳       縄文土器， 梅原 35   石器 
1956 農学部 3 抹 集 縄文土器 
1971  農。 学都 4  百 m  京胡 抹 集   
1972 農学部 5 採 集 石 棒 
             事前発掘 1500  条里の溝                                し 条里の溝       72, 伊藤 釣 
教養部          工事中味   
集 ・実測 
1973 農学部                13 式 溜 縄文土器， 埋 78h  瓦溜埋 戻し   
農学部            事前発掘 600 縄文土器， 中村 73   国 方 立 切 13  中村 徹也 事前発掘 400 縄文後期 蓋 縄文土器 中村 74h, 究棺 ・ 配石 
棺 ・胆石道 泉 77  遺構の移築 
構 を 決定 
1974 % 字 邦   
農学都                           縄文土器 中村 75 
1975  教養部               事前発掘 750 土師器， 瓦 ， 小野山    
?
Ⅰ 54 
京都大学構内遺跡のおもな 調査 年度 遺跡 荊査 名君 地 ， 主 旦 当 者 調査 種 造 構 遺 物 文 献 6 @m 者
1976  %             事前発掘 2200  古代・中世土師器， 瓦 ， 調 77. 
AE15p<               埋 81a 
          蓋棺・ 配石 





病 院 34  ぷ 。 柘 長 事前発掘 200  近世 構 ，           
AHl7 区 戸 ，矢石 
教養部 35 吉野 治雄 試 掘 10 % 縄文土器， 
AS2.3 区 須恵器 
?
AN23 区
土師器， 瓦 ，    
AAl8 区
理学部 54  岡田 保 長 事前発掘 500  弥生中期 方 弥生土器， 
BE2g 区 形周 満票， 土師器， 瓦 
吉野 治雄  









埋 79         
形 同店 墓を   
    打豆事前発掘   650         縄文土器 
AW28 区   師器 ，銭貨                          500                
本 部 60 束 拓 反 立 合   理 79 
AY22 区 迫 
病 院 64 立 合 井戸，佳 弘 什 土器 埋 79   
ANlg 区 埋 80 
1979 北 部 66 吉野 治雄 試 掘 46 土坑   


















遺 構 遺 物文 献備 考 
?? ??? ?
弥生土器， 埋 80   
縄文 L 器 ， 埋 80 
% 、 牛 土器， 
土師器， 瓦碑 
  
70 吉野 治雄 溝 ， 上 ． 坑 
?
  
中世 溝 土師器， 瓦 ， 埋 80 
瓦器 
  

















穴 住居， 中 


























瓦 ( 平安 @  埋80  一 
近世道路， 
   土師器， 近埋 81h   AT27 区' 。 ' 。巨 ㍗且   














事前発掘  1468  
期 水路， 土 
  
      器 ， 埋 83           
打製石斧， 査 中に遺跡  を 発見， 工 









泉 拓良   
浜崎 一志   
?
??
事前発掘  l Ⅰ 2 中世井戸， 
土塀 墓 
土師器，正 理 83  
瓦器，陶器 埋 81 
土師器， 力 。 埋 83  遺構実測 
瓦 
土師器， 瓦 ， 埋 83   
?
???，??
   ???????????
  
198 Ⅰ 理学部 
BTOO 区
和歌山県 
瀬 戸  
       I@ 272 ?? ???
    
 
弥生ゴ ー 坑， 
弥生 配石 ， 
古墳時代 士
  




  L師器 ， 瓦 ， 埋 83 中世土器 溜
  本部 AX28 区   110   浜崎一志 
156 
京都大学構内遺跡のがもな 調査 





京都市   縄文土器， 埋 83       
1982 京都府 泉 拓良 弍                縄文土器， 埋 84 
甲府道   
病 院 122  宿水 若俗 事前発掘 1028  中世井戸， 土師器，瓦 垣 84 
AFl5 区 浜崎 - 志 溝 ， 土坑 器 ，白磁 
農学部 123  清水 芳袷 事前発掘 757 縄文住居跡，縄文七 器， 埋 84 
BF33 区 @ 井山台テ 一，ホ、 中世 L 坑 土師器 
  泉 。 拓良 車前発掘                         埋 84          
瀬 戸 弥生土器， 
製塩 l 器 木部 124  泉 布皮 事前発掘 S90  中世 濠 ， 建 t 師器 ， 瓦 埋 8h 
AT2g 区 飛野 博文   
農 @ 部 Ⅰ 25  束 拓 民 事前発掘 瓦 埋 86 
BR33 区 戒賢 博文  
  
1983  医学部 134  泉 柘 長 事前発掘 863  中世井戸， 領有界，瓦 垣 86 
AN20 区 五十ハ @ 矢 
                
RF31 区                  %  高 7 「 98 
?
医学部 139  泉 布良 市 合       土師器，正 理 86 
AMlg 区 浜崎 一志   器 ， 石鍋 
1984  病 院 141  浜崎 一志 事前発掘 863 近世 他 ， 井 縄文土器， 埋 87 
AFlg 区 宮本 一夫 戸 ，野壺 産月 焼 
  院 14,2  宿水 先 袷 事前発掘 260  中世上 坑 ， 土師器，五 型 87 
ATlg 区 浜崎 吉  
医学部 143  五十ハ @ 天 事前発掘 1920  中世井戸， J 師器 ，瓦 垣 88 
ANl8 区 宮本 一夫 土 取り 穴 ， 器 ，鋳型 
中世梵鐘 鋳 
造 遺構 
1985 北 部 153  宿水 先俗 字前発掘 6 舛 古代 清 ， 建 弥 上土器， 埋 88 
BT31 区 宮本 一夫 須
























??，??   






教養 拭 掘 羽 中世情 土師器，正 理 Sg 
AL23 区     
浜崎 一志 
                      事前発掘 618 土坑 ，      縄文土器， 埋 90 
B 「a3 区 難波 拝 =  
古器 本割 @ 8 五 １ J １ 仲 夫 事前発掘 1f6lw4  中世l 坑 ， 縄文土器， 埋 92 
AW27 区 千葉 豊 遁世道路          
近世尾張 藩 埋 90 
AT2R 区   
牛 / 宮町 l90  宿水 芳袷 事前発掘          坑 ， 土師器， 瓦 ， 埋 92 
ARlg 区 森下 草 司 
  
近世道路        
  院 1gl  @ 臆埼 志 専制発掘 2495  中世上 坑 ， 土師器， 瓦 ， 埋 93 
AHlg 区 干葉 山一ワ 溝   
森下 章司 
    院 192  干葉 畳 字前発掘 5985 近世道路， 土師器， 瓦， 埋 93 
AEl2 区 森下 卓司 溝 ，野土，        
宮原中美子 井戸 
  
1992    院 200  干葉 書 事前発掘 3935               
AGl4 区 森ト 章司 道路   
Ⅰ 992 医学部 207  五十川伸夫 弔 前発掘 1950                 
AMl7 区 森ア 章司 土器 溜      
             浜崎 志 事前発掘 1242  噴砂 ，古代 縄文土器， 

























214 丁 葉 豊 
217  % 大 方 裕 
古賀 秀策 


























濠 ， 溝 ，土 石器， 土 nllJ 




















事前発掘 4080  弥生水田， 縄文土器， 
造 遺構， 中        
  
RF.{4 区 
病 院 222 
AFl2 区




















    
    
縄文土器， 
弥生 L 器 ，   
古代土器 溜 ， 
 
近世道路 試 掘 
事前発掘 1994 縄文貯蔵 人  
溝墓 ，平安 
土塊 墓   事前発掘 1314 古代満，上 土師器，             
事前発掘 2092 弥生土器 棺墓 ，弥生土器， 土 第 2 車 
古代満， i 坑 ，          器 ， 瓦 事前発掘 2260 縄文侃路， 早 @
        且        
井戸，近世大唐 器 ，産月尻 
                              一 宇




























事前発掘 510  縄文流 路 縄文土器，     
近世井戸          
  
第 4 章 
    
AR24 区
  








          担当者 一 
;8 区兵 吉 る   250   古賀秀策
葉井 251 下高 d@ ぬ一 貝
部 252  古賀 秀策 
・ 5 区 
部 253  古賀 秀策 
・ 6 区 
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    コード   調査 調査       調査原因          遺跡 番号   
      35'   135               47'                      
AR25 区
間ホ 外油 ， 台 人 京都府京都市左京区 古田二本松町 き 、 」・」、 l ， 」 @ ， ・ はん， き @ 。 @t,@ ，し，， ぅ @ ぅ (      ハリ二リ 18' つ ⅠⅡⅡ 0l ⅡりⅠlハ 7   
      35'   135 。         
    46'   2541 AG20   「y ・ 院 構 杓 京都府京都市左京区 聖護院河原町 差， l 。 ",j." 、  ・んか ・ き @ ，，，  @@> 」 ， き  ， (     AF20 区       50           
  
  35'   135'          
r  46'   510 
実里蔀橋 AN20E 代                             1996    18'   52'   0814   
所収遺跡客 種               主な遺構 主な遺物 特記事項 
松ム人間 @ 。 ・ロ   散布地 一  一一一一 縄文時代 @  一                @  @  縄文土器 一一 @  一一          
学部構内   墓地 一一一 弥生時代 @  一一    土器 棺墓    @   一一一一一一一一一 2  弥生土器           
AR25 床   散布地 一一 @  一一一一 古墳時代        一一一一一 @  一一一一一一一一 須恵器，埴輪    一一一 
集落跡 奈良一       と 多種類の軒瓦出土 
室町時代 井 戸 1 瓦 ，石製品，金属製品。 
      
野 壺 多数 
病院 構                                 弥生土器 幕末の蓮 月焼 一括 資 
AG20       
AF20 区 宮部・ 平安一 井 戸 11 土師器，            
集落跡 室町時代       
溝     
溝   
     縄文上界，                         
AN20 区 一一   @  一一 弥生時 @  一一一一一 ィモ @   一一一                            
生産地 鎌倉 一          
              井 戸 1 土師器，        
野 壺   
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